































































































































































































































































































































































































和 名 SpecificName (1) (2)(3)
スガイ
トクナガツボ
カワザンショウガイ
ヘナタリガイ
カワアイガイ
イボウミニナ
シマモ､ソボ
ウネハマツボ
マルテンスマツムシガイ
アラムシロガイ
マメウラシマガイ
コヤスツララガイ
ノ、 イガイ
カモノアシガキ
マガキ
ウネナシトマヤガイ
イセシラガイ
ウメノハナガイ
トリガイ
ウラカガミガイ
イヨスダレガイ
シズクガイ
アコヤザクラガイ
ヒメシラトリガイ
ゴイサキガイ
ウズザクラガイ
ユウシオガイ
ウミタケガイ
オキナガイ
L""e/"co"0"α〃 ”'”卯劉S (RicLuz)
j脆”""α加加加g"ノ(YoKoYAMA)
Ass加j""(Assj""αz)"加"たαv.MARTENs
C城妨j肋0，s恋（の〃加加ps"〃)cj昭"ん〃(GMELIN)
C(C.)(加‘加池"sis(K.MARTIN)
M〃地加zo"α"s(BRuGuIbRE)
E"た"eﾉ〃〃"bα"c"(A.ADAMs)
α加地6α〃'噌g加7M(SowERBY)
M＃舵/"(IMb"純ﾉ〃）〃脱z池"si(LIscHKE)
TW"(Rg"α""sszz)/bs"zﾉα(POWYS)
T初γ加〃"ん Sp.
彫"gj""(Ri"j"""α）伽加油GouLD
Acteoc"z(D"り"加gJossEz)加伽se"sis(YoKoYAMA)
A"α血”（？逆""71az)gjzz"oszz(LINNAEus)
此"伽sﾉ7画z""ﾉ"α次ze(CRossE)
C"ssosｵﾌ忽α g噌ns (THuNBERG)
7Mpez〃郷(Neo""ezi""2)"加"た""PILSBRY
Z,3妬加asj"7"s紅"αOYAMA
〃""c畑z(門""cMz)piS城""(DuNKER)
F初ん迦加"此a(REEvE)
Dos"tz(Dosi"e/hz)pe""ﾉﾙz"(REEvE)
"，肋z(Nc0"’es)〃"”ん〃(BoRN)
TWeoxzjitzg"たA.ADAMs
MなγjsQz(Hs＃油）〃"7g"”""a(LAMARcK)
Mfzcow@,z(Mzco"@a)"co"g7Mz(v.MARTENs)
M(M)わんWewsjsMAKIYAMA
Fh6"/畑z(Rz6"""α)"""〃(LIscHKE)
R(M〕e〃此z)〃"〃(DuNKER)
肋γ"” (U"2加々 az)〃〃〃"(So皿EYET)
Lα花γ""〃(Lα〃""〃）α"（z""a(LINNAEus)
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ミガイなど14種が共通している(Table
・曇夛”
襲篝
1977),徳田地区からの貝化石の産出は
OTuKA(1935)によるわずかなα"-
ノ加加ps"んの印形だけである。 Lower
mud
北陸第四紀研究グループ（1967）等のbedMudl3m‘
ThgasZant4一一一一一一一
見解にしたがえば，ここの地層は岩質重｡adsurEac身可二ご三百二一Sparse,yscatteredshe11s
ゴー万二(…"…""｡｡…，からみて高階層に属し，八幡貝層は更
？
新世中期（北陸における高階期）の産
物になる。
Fig.5Ageologicalcolumnarsectionofanoutcropofthe
北陸地方の高階期における海生貝類YawataShellBedinYawataShimo-machi,Nanao,
Noto.
化石の存在は，七尾市高階地区の盤若
野(Fig.4)と小松市八幡南方の2か所で知られている｡この両産地は，ともにハイガイなどの印
形化石を少量産出している。
八幡貝層の産出地域は，段丘堆積物の地形面が比較的平担で，貝層の産出高度（海抜12～13m),
群集内容，貝殼，化石含有層の岩相などは，高階層より，更新世後期の和倉駅貝層の下位層準の群
集に類似している。八幡貝層は和倉駅貝層と同じように，更新世後期の平床海進内のある時期の内
湾奥に形成された可能性が大きく，和倉駅貝層や赤浦貝層と同様に，カモノアシガキが生息し得る
ような暖かい海域であったと考えられる。
要 約
本論を要約すると，次の1)～3)のとおりである。
1）能登半島には，更新世後期（北陸では平床期，関東では下末吉期）の海成段丘貝層が数多
く記録されており，とくに珠洲と七尾の両地区に多い。今回産出された2つの貝層も，両地
区から1つずつである。
2）珠洲市宝立町鵜島地区から産出した鱈山貝層は，海抜28～29m付近の砂質泥層中に貝化石
が散在し，68種を採集識別した。そのうち，シドロガイとイセシラガイがとくに多く産出し，
平床上部貝層とほぼ同じ時期の内湾性群集と考えられる。
3）七尾市八幡町下町から産出した八幡貝層は，海抜12～13mの泥層中に存在する。貝化石の
産状は，マガキがある範囲内の所々に密集し，他のハイガイなどは散在していることが多く，
後者の二枚貝は一般に合殼のまま埋没している。この貝層から29種を採集識別しており，和
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倉駅貝層とほぼ同じ時期に形成された，内湾奥の産物と考えている。
今回報告した2つの貝層は，過去に公表された北陸地方の平床期の各貝層に比較して，貝化石の
種数・量ともに多い方ではないが，従来から貝層の発見が期待されていた場所で，古地理などを論
ずるうえにも，両貝層の発見の意義は大きい。この両貝層産地は，ともに宅地造成地のため，これ
からも貝化石が採集できるかどうか問題があり，両貝層の記録そのものに大きな意義がある。今後，
これらの貝層を含む地域周辺の段丘堆積物などについて，詳細な調査が必要である。
謝辞この調査研究にあたって，金沢大学の舶野義夫教授からは内容全般にわたってご指導い
ただいた。本論の両貝層をそれぞれ発見された，珠洲市在住の平山寅松氏と金沢大学の藤則雄教授
には，調査研究の機会をつくっていただいた。桂浜貝類博物館の金子寿衛男館長から，鱈山貝層産
貝化石の一部同定の確認をうけた。また，石川県教育センターの河合明博研修指導主事から，鱈山
貝層の花粉分析資料の提供をうけた。以上の方々に厚くお礼申し上げる。
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貝類の生態的資料を得るために利用した，主要参考文献は次のとおりである。
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〔注〕八幡貝層の産地は，最近（本論投稿後)，「七尾市青葉台町」という新町名に変更された。
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